
素
足
の
冷
た
さ
な
ど
、
苦
痛
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
が
、
剣
道
部
の
稽
古

に
参
加
す
る
生
徒
も
い
ま
し
た
。
一

方
、
女
子
の
授
業
は
ま
っ
た
く
持
た

ず
、
た
ま
に
行
く
代
講
の
み
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
母
校
勤
務
の
中
で
、

最
も
印
象
に
残
る
生
徒
は
、
２
年
生

の
担
任
を
務
め
た
一
人
の
男

子
生
徒
（
※
）
で
す
。
い
た

ず
ら
や
校
則
違
反
等
を
繰
り

返
す
生
徒
に
悪
戦
苦
闘
し
ま

し
た
が
、
級
友
の
支
え
も
あ

り
無
事
卒
業
、
立
派
に
成
長

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
他
、
出
発
か
ら
帰
る

ま
で
全
行
程
が
雨
と
な
っ
た

強
歩
大
会
や
不
登
校
の
生
徒

が
体
育
館
ま
で
来
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
等
々
。
ま
だ
ま

だ
多
く
の
こ
と
が
思
い
出
さ

れ
ま
す
が
、
人
間
と
し
て
、

ま
た
教
員
と
し
て
、『
竹
田
』

　

さ
て
、
母
校
で
の
思
い
出
の
第
一

は
、
ラ
グ
ビ
ー
部
の
監
督
を
務
め
た

こ
と
で
す
。
半
年
間
で
し
た
が
『
ハ

イ
ス
ピ
ー
ド
ラ
グ
ビ
ー
』
と
い
う
本

を
買
い
求
め
、
日
夜
勉
強
を
し
て
指

導
に
当
た
り
ま
し
た
。
監
督
を
引
き

継
い
だ
６
月
初
め
の
高
校
県
体
で
は

大
分
舞
鶴
に
次
ぐ
準
優
勝
で
し
た
。

　

昭
和
49
年
度
か
ら
は
、
専
門
の
剣

道
部
の
指
導
が
始
ま
り
ま
し
た
。
厳

し
い
練
習
と
県
外
遠
征
等
に
よ
り
、

次
第
に
県
下
の
上
位
校
に
進
出
し
、

全
国
大
会
や
国
体
に
出
場
す
る
選
手

も
で
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

間
の
指
導
法
の
確
立
が
、
そ
の
後
、

赴
任
し
た
佐
伯
鶴
城
高
校
で
の
全
国

制
覇
に
繋
が
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
体
育
で
は
１
年
生
男
子
に

は
「
剣
道
」
が
必
修
で
し
た
。
初
体

験
の
生
徒
に
は
、
防
具
の
に
お
い
や

　

５
年
前
、
公
益
財
団
法
人
の
理
事

長
を
辞
し
て
以
降
、
ふ
る
さ
と
緒
方

町
を
拠
点
に
「
晴
耕
雨
読
」
の
充
実

し
た
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。
平
日

は
近
く
の
畑
で
野
菜
づ
く
り
に
励

み
、
週
末
は
大
分
市
で
本
屋
通
い
を

し
た
り
孫
た
ち
と
遊
ん
だ
り
、
楽
し

く
過
ご
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
時
々

剣
道
の
稽
古
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

　

竹
田
高
校
に
は
、
昭
和
48
年
10
月

１
日
に
赴
任
。
実
は
そ
の
直
前
に
新

卒
で
公
立
中
学
校
に
採
用
さ
れ
赴
任

し
て
い
た
の
で
す
が
、
９
月
末
に
退

職
を
し
て
高
校
に
採
用
さ
れ
る
と
い

う
異
例
の
途
中
人
事
で
し
た
。

に
鍛
え
ら
れ
、
大
き
く
成
長
さ
せ
て

も
ら
っ
た
７
年
半
で
し
た
。

　

竹
田
高
校
関
東
同
窓
会
の
益
々
の

発
展
を
祈
念
し
結
び
と
し
ま
す
。

　

※ 

編
集
部
注
：
こ
の
「
一
人
の
男

子
生
徒
」
は
同
級
生
に
は
、
誰

か
す
ぐ
に
わ
か
り
ま
す
。
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年
に
１
回
の
竹
田
高
校
関
東
同
窓

会
の
総
会
・
懇
親
会
が
今
年
は
６
月

29
日
㈯
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
は
当
番
幹
事
の
芸
達
者
が
勢

揃
い
し
ま
す
。
東
京
藝
大
を
卒
業

し
、
本
場
イ
タ
リ
ア
で
オ
ペ
ラ
を
学

ん
だ
「
銀
河
の
歌
姫
」
倉
原
佳
子
さ

ん
、
ヒ
ッ
プ
ポ
ッ
プ
ダ
ン
ス
世
界
大

会
オ
ー
バ
ー
40
部
門
日
本
代
表
の
渡

部
桂
子
さ
ん
、
地
元
大
分
で
フ
ォ
ー

ク
ソ
ン
グ
・
ト
リ
オ
と
し
て
名
を
馳

せ
て
い
るT

A
K
E
-out
の
３
組
が

競
演
し
ま
す
。

　

ま
た
今
年
は
「
ふ
る
さ
と
物
産
販

売
」
商
品
の
拡
充
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

さ
あ
、
今
年
も
「
生
涯
竹
高
生
」

の
集
い
に
参
集
し
ち
く
り
ー
。

　

平
成
30
年
12
月
10
日
午
前
８
時
よ

り
、
竹
田
高
校
修
学
旅
行
生
と
関
東

同
窓
会
会
員
と
の
交
歓
会
が
オ
リ
エ

ン
タ
ル
ホ
テ
ル
東
京
ベ
イ
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

菅
会
長
を
は
じ
め
都
幹
事
長
、
山

部
事
務
局
長
と
お
嬢
様
で
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
の
山
部
朱
里
さ
ん
、
大
石
美
紀

先
輩
、
濱
口
鈴
子
先
輩
と
私
の
７
名

で
参
加
致
し
ま
し
た
。

　

木
戸
校
長
ご
挨
拶
の
後
、
各
自
が

故
郷
の
思
い
出
や
関
東
で
の
生
活
な

ど
を
語
り
ま
し
た
。
山
部
朱
里
さ
ん

は
、
育
て
て
く
れ
た
親
へ
の
感
謝
を

話
さ
れ
、
会
場
が
優
し
い
雰
囲
気
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
濱
口
先
輩
の
お
話
を
賜

り
ま
し
た
。
竹
田
高
校
は
１
２
０
年

以
上
の
歴
史
を
持
つ
屈
指
の
高
校
で

す
。
そ
れ
故
、
体
制
も
時
代
で
変
わ

り
、
知
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

濱
口
先
輩
は
昭
和
26
年
に
卒
業
さ
れ

ま
し
た
。
当
時
の
様
子
や
戦
後
の
困

難
な
中
に
あ
っ
て
、
働
き
な
が
ら
で

も
学
び
た
い
気
持
ち
が
強
か
っ
た
こ

と
、「
何
で
も
や
っ
て
み
よ
う
」
と

い
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
で
、
県
で
初

の
バ
ス
ガ
イ
ド
試
験
に
合
格
さ
れ
た

こ
と
、
上
京
後
は
大
使
館
で
外
国
の

方
と
交
流
さ
れ
た
こ
と
、
今
も
現
役

で
介
護
職
に
ご
尽
力
さ
れ
て
い
る
こ

と
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。
は
つ
ら
つ

と
さ
れ
た
濱
口
先
輩
は
、
こ
の
日
の

お
召
し
物
も
お
顔
の
頬
も
き
れ
い
な

ピ
ン
ク
色
で
、
凛
と
し
た
撫
子
の
お

花
の
よ
う
で
し
た
。
夢
を
抱
き
、
挑

戦
と
前
進
す
る
気
持
ち
、
竹
田
高
校

の
成
長
意
欲
は
、
先
輩
方
が
繋
い
で

下
さ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
各
班
に
分
か
れ
、
座
談
会

形
式
で
交
流
し
ま
し
た
。
学
生
か
ら

は
「
竹
田
を
も
っ
と
活
性
化
す
る
に

は
ど
う
し
た
ら
い
い
で
す
か
？　

自

生
と
の
交
流
は
、
心
浮
き
立
つ

も
の
で
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を

お
願
い
し
て
、
ご
報
告
を
終
わ

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

分
た
ち
に
何
が
で
き
ま
す
か
」
と
い

う
質
問
が
多
く
、
大
変
頼
も
し
く
感

じ
ま
し
た
。
ま
た
世
代
を
超
え
て
共

に
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
故
郷
の
良

さ
と
課
題
を
再
認
識
す
る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

交
歓
会
を
通
じ
て
、
関
東
で
月
日

を
送
ら
れ
た
先
輩
方
と
、
こ
れ
か
ら

旅
立
ち
を
迎
え
る
高
校
生
の
皆
さ
ん

に
お
会
い
す
る
と
、
私
自
身
の
竹
田

を
後
に
し
た
時
の
思
い
が
甦
り
ま

す
。
後
輩
達
へ
、
エ
ー
ル
を
送
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
お
誘
い
し

ま
す
。
関
東
に
来
ら
れ
た
際
は
、
東

京
で
声
高
ら
か
に
一
緒
に
ス
ト
ー
ム

を
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
同

窓
会
の
み
な
さ
ま
に
お
願
い
致
し
ま

す
。
み
な
さ
ま
の
貴
重
な
体
験
を
、

後
輩
達
の
未
来
の
た
め
に
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。
純
粋
で
礼
儀
正
し
く
、

昔
か
ら
変
わ
ら
ぬ
制
服
を
着
た
高
校

修
学
旅
行
生
と
の
交
歓
会

上
京
し
た
修
学
旅
行
生
と

関
東
同
窓
会
の
代
表
が

交
流
し
ま
し
た
‼

当
番
幹
事
：
昭
53
年
卒
・
昭
63
年
卒

2
0
1
９
年
度 

関
東
同
窓
会

総
会
・
懇
親
会
ニ
ュ
ー
ス

▼
６
月
29
日
㈯
に
開
催
さ
れ
ま
す
‼
▲

【期 日】2019年6月29日（土）
【会 場】東京プリンスホテル
 （地図は同封のチラシ参照）

●総　会／11：30～
●懇親会／12：15～

第33回竹田高校関東同窓会

総会・懇親会

関東同窓会を代表して菅会長があいさつ

班に分かれて座談会

岩男 暁子
（昭62年卒）

渡部桂子さん 倉原佳子さん

フォークソング・トリオ　TAKE-out

当番幹事代表
宮木 勢

（昭53年卒）
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催
）、
春
秋
の
役
員
会
・
幹
事
会
、

当
番
幹
事
会
、
他
校
同
窓
会
交
流

（
大
分
県
在
京
高
校
12
同
窓
会
と
の

交
流
）、
母
校
修
学
旅
行
生
と
の
交

流
、
母
校
へ
の
図
書
寄
贈
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
度
の
新
規
事
業
と
し

て
、
当
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
運
用
す

る
サ
ー
バ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
停
止
（
３

月
末
）
に
伴
い
、
新
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
制
作
と
デ
ー
タ
ー
移
行
（
費
用
10

万
円
）
を
特
別
支
出
し
ま
し
た
。

　

以
上
の
活
動
に
伴
う
平
成
30
年
度

の
年
間
収
支
は
、
総
会
関
連
経
費
の

増
加
に
よ
り
、
総
会
収
支
は
悪
化
し

ま
し
た
が
、
維
持
会
費
で
運
営
す
る

年
間
活
動
経
費
を
抑
え
、
年
間
収
支

は
、
ほ
ぼ
予
算
通
り
、
次
期
繰
越
金

は
約
３
１
０
万
円
の
状
況
で
す
。

　

な
お
、
平
成
30
年
度
の
維
持
会
員

は
５
３
３
名
、
維
持
会
費
を
納
入
い

た
だ
い
た
維
持
会
員
様
は
２
８
２
名

で
す
。
関
東
同
窓
会
の
更
な
る
発
展

の
為
に
未
加
入
の
方
に
は
維
持
会
員

ご
入
会
を
、
ま
た
現
維
持
会
員
の
方

に
は
引
き
続
き
維
持
会
費
納
入
へ
の

御
支
援
、
御
協
力
を
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

注
： 

数
値
は
平
成
31
年
３
月
現
在

　

関
東
同
窓
会
は
維
持
会
員
皆
様
の

善
意
の
御
浄
財
で
会
員
通
信
（
臥

牛
）
発
行
や
母
校
支
援
、
他
校
同
窓

会
交
流
な
ど
の
事
業
を
予
算
化
す
る

と
と
も
に
、
参
加
者
会
費
で
年
１
回

の
総
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
年

間
収
支
に
つ
き
ま
し
て
は
総
会
資
料

に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
が
、
総
会
当

日
は
説
明
に
十
分
な
時
間
が
取
れ
ま

せ
ん
の
で
本
紙
面
に
て
年
間
収
支
の

概
略
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
の
主
な
活
動
は
、
第

32
回
総
会
・
懇
親
会
（
出
席
者
２
３

０
名
、
来
賓
16
名
、
恩
師
２
名
、
東

京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
、
６
月
30
日
開

　

平
成
24
年
７
月
の
九
州
北
部
豪
雨

に
よ
り
、
約
40
年
の
歴
史
に
幕
を
閉

じ
た
旧
竹
田
市
文
化
会
館
が
６
年
の

復
興
の
歩
み
を
重
ね
、
竹
田
の
文
化

を
未
来
へ
と
つ
な
ぐ
「
竹
田
市
総
合

文
化
ホ
ー
ル　

グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
」

が
平
成
30
年
10
月
７
日
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ン
ツ
の
名
称
に
は
、
ド
イ
ツ

語
の
「
輝
か
し
さ
」「
き
ら
め
き
」

か
ら
、
ス
テ
ー
ジ
に
立
つ
人
の
新
し

い
才
能
が
「
き
ら
め
き
」、
文
化
ホ
ー

ル
そ
の
も
の
も
輝
き
続
け
る
施
設
で

あ
っ
て
欲
し
い
と
い
う
願
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
広
く
活
用
し
、
文

化
芸
術
を
未
来
へ
つ
な
い
で
い
く
施

設
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
世
界
最
大
の
旅
行
サ
イ
ト
」
ト

リ
ッ
プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
「
旅
好
き

が
選
ぶ
！
日
本
の
城
ラ
ン
キ
ン
グ 

２
０
１
８
」
が
発
表
さ
れ
、
つ
い
に

岡
城
阯
が
５
位
ま
で
躍
進
し
ま
し

た
！　

お
城
好
き
の
人
々
に
お
い
て

は
評
価
が
も
の
す
ご
く
高
く
、
城
跡

か
ら
の
眺
め
が
す
ば
ら
し
い
と
好
評

を
博
し
て
い
ま
す
。

　

岡
藩
３
代
藩
主
・
中
川
久
清
公
は

山
好
き
と
し
て
も
知
ら
れ
て
お
り
墓

所
・
入
山
公
廟
は
大
船
山
中
腹
標
高

１
、４
０
０
ｍ
に
位
置
す
る
儒
葬
墓
で
、

日
本
一
高
い
場
所
に
眠
る
藩
主
の
墓

地
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
て
、
こ
こ

近
年
発
掘
及
び
整
備
を
行
い
ま
し

た
。
毎
年
４
月
〜
11
月
ま
で
大
船
山

観
光
登
山
バ
ス
（
有
料
）
を
運
行
し

登
山
口
か
ら
片

道
40
分
ほ
ど
で

入
山
公
廟
ま
で

行
く
こ
と
が
出

来
ま
す
。
実
際

に
岡
城
阯
や
入

山
公
廟
に
足
を

運
び
、
肌
で
感

じ
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
。

項　目 平成30年 令和元年 備　考確定値 予算案
総会収入
総会会費 1,820,000 1,760,000 集客目標：220名
総会祝儀 160,000 150,000
販売手数料 7,600 0
小　計 1,987,600 1,910,000

総会費用
ホテル支払 1,830,535 1,700,000 部屋／料理、サービス料
来賓土産代 30,300 30,000
酒持込代 20,500 20,000 ワイン、焼酎等の持込
本部売店仕入 0 0 本部運営売店
イベント費 176,289 200,000 出演料、関係設備費
案内状 149,040 150,000 印刷／送料（佐伯印刷）
通信費 42,973 40,000 事務局（返信ハガキ等）
備品その他 6,401 10,000 総会関連備品／送料等
その他諸掛 27,153 20,000 来賓交流、法被関連
小　計 2,283,191 2,170,000

総会収支 ▲295,591 ▲260,000
速報値 予算案

維持会費収入 1,564,000 1,600,000 目標：320口
経常費用
会報費 605,736 600,000 臥牛第57号／58号
会議費 265,470 300,000 アルカディア市ヶ谷、他
名簿費 3,500 4,000 維持会費納入依頼費用
HP費 6,480 6,400 ドメイン／サーバー費
幹事助成金 50,000 50,000
組織活動費 33,014 50,000 役員出張経費、等
新規事業 100,000 100,000 予備費
事務通信費 186,525 212,000
通信費 9,186 10,000 事務局／総務
諸会費 101,000 100,000 他校同窓会交流御祝儀
手数料 29,490 30,000 維持会費振込手数料等
荷造運賃 2,046 2,000 宅配便等
事務・消耗品 24,053 20,000 事務局／総務
母校支援費 20,750 50,000 図書寄贈、修学旅行支援
小　計 1,250,725 1,322,400

維持会費収支 313,275 277,600
雑収入 18 20 利息
寄付金収入 0 0
合計収支 17,702 17,620
次期繰越金 3,116,642 3,116,560

大分県立竹田高等学校関東同窓会

令和元年度年間予算（案）

平成31年３月現在 （単位：円）

関
東
同
窓
会

関
東
同
窓
会
のの
収
支
状
況

収
支
状
況
に
つ
い
て

に
つ
い
て
総
務
委
員
長  

羽
田
野  

耕
一（
昭
46
年
卒
）

故
郷
・
竹
田
の
話
題

復
興
の
シ
ン
ボ
ル

『
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
』
が

待
望
の
オ
ー
プ
ン

岡
城
阯
が

お
城
ラ
ン
キ
ン
グ
急
上
昇
‼

グランツたけたの外観

「廉太郎ホール」と名付けられた大ホール
竹田市観光ツーリズム協会

事務局長
島村 育郎
（平７年卒）
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第
68
回
竹
田
会
懇
親
会
、
平
成
最

後
と
な
る
懇
親
会
が
11
月
2
日
東
京

ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
平
安
の
間
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
同
様
に
阿
南
貴

恵
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
開
会
宣
言
に
続

き
４
名
の
物
故
者
に
黙
祷
が
捧
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
古
庄
幸
一
会
長
か
ら
「
た
く

さ
ん
の
方
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
の
ご
挨

拶
と
、「
豊
後
の
国
、
岡
藩
七
万
三

千
石
の
…　

と
い
う
書
き
出
し
で
始

ま
る
小
説
『
吉
原
裏
同
心
』、
機
会

が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
読
ん
で
い
た
だ
き
た

い
」
と
の
お
話
も
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
首
藤
勝
次
竹
田
市
長
か

ら
の
ご
挨
拶
が
あ
り
、
岡
城
が
日
本

の
城
ラ
ン
キ
ン
グ
5
位
、
城
址
で

は
全
国
1
位
な
っ
た
と
の
ビ
ッ
グ

ニ
ュ
ー
ス
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
の
オ
ー
プ

ン
、
大
分
県
久
住
高
原
農
業
高
等
学

校
等
に
つ
い
て
元
気
な
竹
田
の
情
報

を
た
く
さ
ん
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

続
い
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ロ
フ
ェ
シ
ョ

ナ
ル
仕
事
の
流
儀
に
出
演
さ
れ
た
白

坂
亜
紀
さ
ん
の
講
演
が
あ
り
、
3
カ

月
近
い
取
材
で
放
送
さ
れ
た
の
は
1

割
程
度
と
の
こ
と
。
銀
座
で
一
番
モ

テ
た
白
洲
次
郎
さ
ん
、
作
家
の
渡
辺

淳
一
先
生
の
逸
話
等
々
「
い
き
」
に

つ
い
て
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
い

き
な
男
に
な
り
た
い
と
思
わ
せ
ら
れ

る
講
演
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
銀
河
の
歌
姫
、
倉
原
佳

子
さ
ん
か
ら
「
私
の
太
陽
（
オ
ー
ソ

レ
ミ
オ
）」
他
3
曲
の
心
に
染
み
わ

た
る
歌
の
披
露
が
あ
り
一
同
が
歌
声

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

佐
藤
映
之
さ
ん
の
乾
杯
の
ご
発
声

に
続
き
服
部
真
志
・
竹
田
高
校
同
窓

会
長
か
ら
竹
田
、
全
国
か
ら
ご
出
席

の
皆
さ
ん
の
ご
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
廣
瀬
武
夫
生
誕
１
５
０
年

祭
実
行
委
員
長
の
甲
斐
正
章
さ
ん
が

登
壇
さ
れ
、
笹
本
玲
央
奈
先
生
が
廣

瀬
神
社
に
残
る
絵
は
が
き
か
ら
70
通

を
研
究
し
た
成
果
と
し
て
ま
と
め
、

現
代
語
訳
を
し
た
著
作
「
廣
瀬
武
夫

か
ら
の
絵
は
が
き
」
の
紹
介
が
あ
り

ま
し
た
。

　

多
く
の
話
題
で
盛
り
あ
が
っ
た
竹

田
会
も
閉
会
の
時
間
と
な
り
、
全
員

で
荒
城
の
月
を
合
唱
し
幕
を
閉
じ
ま

し
た
。
次
回
は
、
新
元
号
に
な
っ
て

の
初
め
て
の
竹
田
会
で
す
。
た
く
さ

ん
の
方
の
ご
出
席
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

ク
ラ
ス
会
・
同
期
会

竹
田
会
懇
親
会
が
盛
大
に
開
催
！

▲ 昨秋、別府市のホテルニューツルタで昭和41年卒業生の
「古希同級会」が開催され、全国から76人が参加しました。
会場のあちこちには笑顔がいっぱい。２次会はヒットパ
レードクラブで音楽とダンス、カラオケと最高の盛り上が
りでした。久し振りに友と語る皆の姿は懐かしくも青春そ
のものでした。次回の東京開催を約束して散会しました。

 ［井手 得朗（昭41年卒）］

▲ 今年の当番幹事・昭和53年卒のメンバーは昨年
９月から毎月１回、当番幹事会を重ねてきて「総
会・懇親会」の準備にあたってきました。写真は
昨年12月に行われた当番幹事会の時のもの。当
番幹事という本会の伝統がしっかりと継承されて
います。（前列・昭53年卒、後列は役員）

◀ 古希も過ぎてなお盛んな昭和40年卒が１月に東京・六本
木に集合して大いに盛り上がりました。盛り上がりすぎ
て、写真はブレブレ、原稿はなし。

事務局
佐保 哲郎
（昭54年卒）

竹田高校関東同窓会
佐藤映之相談役 倉原佳子さん 白坂亜紀さん

今年の当番幹事として活躍中!! 昭和53年卒

古希同級会

昭和40年卒が六本木に集合！
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大
分
舞
鶴
と
の
決
勝
戦
は
68
対
３

と
い
う
ワ
ン
サ
イ
ド
ゲ
ー
ム
で
し

た
。
大
分
舞
鶴
は
こ
の
県
大
会
決
勝

ま
で
ゼ
ロ
封
の
完
全
試
合
を
続
け

て
お
り
、
唯
一
、
当
方
が
ペ
ナ
ル

テ
ィ
ー
キ
ッ
ク
で
の
得
点
で
、
ゼ
ロ

封
を
免
れ
た
試
合
で
し
た
。

　

当
時
の
大
分
舞
鶴
は
そ
の
県
大
会

ま
で
に
九
州
各
県
の
有
名
高
校
と
練

習
試
合
を
や
っ
て
き
て
い
ま
し
た

が
、
唯
一
、
佐
賀
工
業
と
の
試
合
で

失
点
し
た
以
外
は
、
無
失
点
試
合
を

続
け
て
い
た
よ
う
で
す
。
そ
れ
ほ
ど

に
当
時
の
舞
鶴
は
か
け
離
れ
た
チ
ー

ム
力
を
持
っ
て
お
り
、
舞
鶴
の
選
手

へ
の
タ
ッ
ク
ル
も
２
〜
３
人
が
か
り

で
倒
し
に
行
く
有
様
で
し
た
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
選
手
全
員
が
ケ

タ
ハ
ズ
レ
の
体
格
体
力
を
持
っ
て
い

ま
し
た
。
僕
た
ち
が
３
点
得
点
し
た

後
は
、
舞
鶴
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
一

段
と
激
し
く
な
っ
て
、
試
合
終
了
時

に
は
当
方
の
選
手
は
傷
だ
ら
け
、
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
が
破
れ
て
い
る
者
も
多

く
い
た
ぐ
ら
い
で
し
た
。

　

そ
も
そ
も
、
私
は
高
校
入
学
時
は

運
動
部
に
入
る
気
持
ち
は
ま
っ
た
く

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

自
分
の
体
格
（
身
長
１
８
０
㎝
）
か

ら
、
運
動
部
の
勧
誘
が
多
か
っ
た
の

で
す
。
特
に
柔
道
部
か
ら
の
勧
誘
が

激
し
く
、
断
る
手
段
と
し
て
決
ま
っ

て
も
い
な
い
「
ラ
グ
ビ
ー
部
入
部
」

と
い
う
出
鱈
目
を
使
っ
た
の
で
す
。

し
か
し
、
こ
れ
が
災
い
し
て
ラ
グ

ビ
ー
の
先
輩
の
耳
に
入
り
、
入
部
せ

ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
す
。
こ
う
し
て
、
ラ
グ
ビ
ー
部
に

入
部
し
練
習
に
参
加
す
る
よ
う
に

な
っ
た
も
の
の
、
泥
・
ホ
コ
リ
ま
み

れ
と
い
う
汚
さ
に
常
に
退
部
し
よ
う

と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

入
部
当
初
、
新
入
部
員
の
１
年
生

は
７
〜
８
名
で
、
先
輩
方
も
含
め
て

20
人
以
上
の
部
員
が
い
た
と
思
い
ま

す
。
練
習
場
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
石
こ

ろ
だ
ら
け
で
怪
我
が
絶
え
な
い
う
え

に
、
ラ
グ
ビ
ー
は
格
別
の
悪
天
候
と

な
ら
な
い
限
り
は
試
合
が
行
わ
れ
る

こ
と
か
ら
、
練
習
の
休
み
は
ほ
と
ん

ど
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

こ
ん
な
こ
と
か
ら
、
時
が
経
つ
に

つ
れ
、
１
年
生
部
員
は
次
々
と
辞
め

て
い
き
、
２
年
生
に
な
る
こ
ろ
に
は

１
年
部
員
は
４
名
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

当
時
の
ラ
グ
ビ
ー
部
は
コ
ー
チ
な

ど
学
校
サ
イ
ド
の
指
導
者
は
お
ら

ず
、
先
輩
の
指
導
の
も
と
部
員
同
士

が
話
し
合
い
な
が
ら
の
練
習
が
主
で

し
た
。
た
だ
、
高
校
近
く
の
鮮
魚
店

の
店
主
が
ラ
グ
ビ
ー
部
の
先
輩
と
の

こ
と
で
、
暇
を
見
つ
け
て
は
指
導
に

来
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。
あ

り
が
た
か
っ
た
こ
と
を
よ
く
覚
え
て

い
ま
す
。

　

入
部
当
時
は
、
す
ぐ
に
で
も
退
部

す
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
私
で
し
た

が
、
な
か
な
か
言
い
出
せ
ず
に
居
続

け
、
１
年
先
輩
方
が
春
の
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
予
選
終
了
と
と
も
に
部
活
動
か

ら
離
れ
、
自
分
た
ち
が
最
上
級
生
と

な
り
ま
し
た
。
当
然
、
こ
う
な
れ
ば

キ
ャ
プ
テ
ン
決
め
と
な
る
わ
け
で
す

が
、
私
が
キ
ャ
プ
テ
ン
を
押
し
付
け

ら
れ
て
受
け
る
羽
目
と
な
っ
た
の
で

す
。
と
い
っ
て
も
名
前
だ
け
の
キ
ャ

プ
テ
ン
で
、
以
後
、
特
別
な
こ
と
は

し
た
覚
え
は
な
く
、
先
輩
方
の
練
習

を
踏
襲
す
る
だ
け
で
し
た
。

　

し
か
し
、
キ
ャ
プ
テ
ン
に
な
っ
て

困
っ
た
こ
と
は
、
や
は
り
部
員
数
で

し
た
。
と
い
う
の
も
新
入
部
員
は
な

か
な
か
お
ら
ず
、
１
年
後
輩
の
入
部

者
は
数
名
で
試
合
に
出
る
選
手
15
人

に
至
ら
な
い
状
況
だ
っ
た
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
そ
ん
な
折
、
学
校
側

か
ら
ラ
グ
ビ
ー
部
と
サ
ッ
カ
ー
部
の

い
ず
れ
か
を
廃
部
す
る
と
い
う
話
が

あ
り
、
話
し
合
い
の
結
果
、
サ
ッ

カ
ー
部
が
同
好
会
と
な
る
こ
と
と

な
っ
た
の
で
す
。
そ
こ
で
、
サ
ッ

カ
ー
部
員
を
ラ
グ
ビ
ー
部
に
勧
誘
す

る
と
と
も
に
、
途
中
で
退
部
し
た
同

級
生
を
誘
い
、
何
と
か
18
〜
19
名
の

部
員
数
と
な
っ
た
の
で
し
た
。

　

ま
た
、
こ
ん
な
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
ま
で
試
合
で
使
用
し
て
い

た
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
が
古
く
痛
み
が
ひ

ど
く
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
新
調

し
よ
う
と
い
う
声
が
あ
が
っ
た
の
で

す
。
し
か
し
、
当
時
の
部
費
予
算
は

き
わ
め
て
少
な
く
新
調
費
用
を
賄
え

ま
せ
ん
で
し
た
。
部
費
の
増
額
を
申

し
入
れ
た
も
の
の
、
ま
っ
た
く
受
け

入
れ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
仕
方
な

く
自
分
た
ち
で
調
達
し
よ
う
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
た
ま
た
ま
一
時
的
な

ア
ル
バ
イ
ト
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

山
の
つ
る
芋
を
採
取
す
る
、
と
い
う

も
の
で
す
。
部
員
総
出
で
近
隣
の
山

に
分
け
入
っ
て
つ
る
芋
を
掘
っ
て
回

り
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
も
新
調
で
き
ま
し
た
。

昭和50年卒
上野　聖展さん

ラグビー部　栄光の歴史を飾ったキャプテン
　大分県で高校ラグビーと言えば“大分舞鶴”と誰もが知っている歴史がありますが、
そんな大分舞鶴でも全国制覇をしたのは１回だけ、1974年（昭和49年）、全国高校ラグ
ビーフットボール大会（通称：花園）においてでした。その年、高校総体の大分県大会
の決勝で、大分舞鶴と対戦したのがわが竹田高校ラグビー部でした。今回の“同窓生登
場”は、その時のラグビー部キャプテンだった上野聖展さん（昭50年卒）です。

同窓生登場①

竹
田
対
大
分
舞
鶴
の
決
勝
戦
の
結
果
を
報
じ

た
記
事
（「
大
分
合
同
新
聞
」
１
９
７
４
年

７
月
２
日
付
朝
刊
よ
り
）
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昨
年
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
医
学
・
生
理

学
賞
を
受
賞
さ
れ
た
本
庶
佑
さ
ん

（
76
歳
）
は
受
賞
後
の
記
者
会
見
で

「
研
究
以
外
で
成
し
遂
げ
た
い
こ

と
」
と
の
質
問
に
対
し
て
、「
私
は

現
在
76
歳
ゴ
ル
フ
が
大
好
き
で
す
。

エ
イ
ジ
・
シ
ュ
ー
ト
を
達
成
し
た
い
」

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。『
エ
イ
ジ
・

シ
ュ
ー
ト
（A

GE SH
O
O
T

）』、

今
年
の
流
行
語
大
賞
候
補
？
に
な
る

か
も
と
の
噂
も
あ
り
ま
し
た
。

　

エ
イ
ジ
・
シ
ュ
ー
ト
と
は
ゴ
ル
フ

の
１
ラ
ウ
ン
ド
（
18
ホ
ー
ル
、
パ
ー

72
）
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー
を
、
自
身

の
年
齢
以
下
の
打
数
で
ホ
ー
ル
ア
ウ

ト
す
る
こ
と
。
年
齢
が
60
代
後
半
以

降
に
な
ら
な
い
と
達
成
が
難
し
く
、

技
術
は
も
ち
ろ
ん
健
康
維
持
と
の
闘

い
で
も
あ
り
ま
す
。

　

私
は
79
歳
の
誕
生
日
（
１
９
３
９

　

こ
の
よ
う
に
名
ば
か
り
の
キ
ャ
プ

テ
ン
で
し
た
が
、
新
チ
ー
ム
の
活
動

が
始
ま
り
、
新
チ
ー
ム
初
戦
と
な
る

春
の
大
会
に
臨
み
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
無
残
に
も
１
回
戦
敗

退
。
１
年
先
輩
方
と
臨
ん
だ
前
年
は

ベ
ス
ト
８
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
足
元

に
も
及
び
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
れ
を
期
に
、
そ
の
後
、
猛
練
習

を
し
た
か
、
と
い
う
と
、
そ
う
で
も

な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
練

年
９
月
18
日
生
）
に
、
奇
し
く
も

79
で
ホ
ー
ル
ア
ウ
ト
し
エ
イ
ジ
・

シ
ュ
ー
ト
を
達
成
し
、
そ
し
て
10
月

末
の
コ
ン
ペ
で
２
回
目
の
79
ス
ト

ロ
ー
ク
で
優
勝
し
ま
し
た
。
嬉
し
さ

の
あ
ま
り
、
臥
牛
の
仲
間
や
昔
の
同

僚
等
に
そ
の
事
を
報
告
し
ま
し
た
。

そ
の
中
に
ビ
ッ
ク
リ
の
内
容
で
エ
イ

ジ
・
シ
ュ
ー
ト
の
回
数
を
重
ね
て

い
る
人
に
出
会
え
ま
し
た
。
ほ
か
で

も
な
い
、
そ
の
人
は
関
東
同
窓
会
・

会
長
、
菅
博
敏
氏
で
す
。
現
在
71
歳

（
Ｈ
Ｄ
Ｃ
Ｐ
3,6
）
の
菅
さ
ん
は
、
69

歳
で
２
回
、
70
歳
で
３
回
、
71
歳
の

昨
年
は
５
回
、
そ
し
て
10
月
10
日
の

臥
牛
会
コ
ン
ペ
で
は
、
何
と
、
驚
異

の
67
＝
36
，
31
（
５
バ
ー
デ
ィ
）
ス

ト
ロ
ー
ク
で
ラ
ウ
ン
ド
し
、
10
回
目

の
エ
イ
ジ
・
シ
ュ
ー
ト
を
達
成
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
パ
ー
72
以
下
で
10

回
達
成
し
、
ま
だ
記
録
を
伸
ば
し
て

い
る
の
で
す
。
ア
ン
ダ
ー
パ
ー
72
以

下
で
エ
イ
ジ
・
シ
ュ
ー
ト
を
10
回
以

上
達
成
し
て
い
る
ゴ
ル
フ
ァ
ー
は
日

本
人
の
中
で
も
数
少
な
い
の
で
は
と

思
い
ま
す
。
大
変
な
記
録
で
す
。

　

も
う
一
人
、
エ
イ
ジ
・
シ
ュ
ー

タ
ー
が
い
ま
し
た
。
衛
藤
光
弘
さ
ん

（
昭
35
年
卒
）
で
す
。
平
成
27
年
５

月
（
77
歳
時
）
１
週
間
に
２
回
、
名

門
藤
ヶ
谷
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
達

成
し
た
そ
う
で
す
。
ま
だ
ま
だ
同
窓

生
の
中
に
エ
イ
ジ
・
シ
ュ
ー
タ
ー
が

お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
菅
会
長
は

じ
め
ゴ
ル
フ
大
好
き
仲
間
の
皆
さ

ん
、〝
健
康
維
持
し
ギ
ネ
ス
登
録
出

来
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！
〞

習
時
間
は
長
く
、
日

が
暮
れ
て
暗
く
な
り

ボ
ー
ル
が
見
え
な
く

な
る
ま
で
練
習
を
続

け
、
そ
の
あ
と
、
廣

瀬
神
社
の
階
段
昇
り

な
ど
を
し
て
、
帰
り

は
最
終
電
車
の
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
こ

う
し
た
こ
と
か
ら
部

員
同
士
の
意
見
交
換

が
多
く
な
っ
た
こ
と

は
確
か
で
す
。

　

当
時
の
チ
ー
ム
は

体
格
的
に
小
柄
の
部

類
で
あ
り
体
力
的
に

劣
勢
で
し
た
が
、
こ

れ
を
補
え
る
方
策
を

皆
で
考
案
し
技
術
面

を
向
上
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
私
が

キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て

最
後
と
な
る
全
国
大

会
県
予
選
に
臨
ん
だ

の
で
す
。
こ
の
時
の

部
員
数
は
総
員
18
名
と
い
う
メ
ン

バ
ー
ぎ
り
ぎ
り
の
チ
ー
ム
で
し
た

が
、
次
々
と
勝
ち
上
が
り
舞
鶴
と
の

決
勝
戦
に
。

　

当
然
な
が
ら
大
差
負
け
で
し
た
が

準
優
勝
と
い
う
名
誉
を
手
に
入
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
県
代

表
と
な
っ
た
舞
鶴
は
、
こ
の
年
、
全

国
制
覇
を
成
し
遂
げ
た
の
で
す
。
と

い
う
こ
と
は
準
優
勝
の
竹
高
は
全
国

２
位
か
？　

と
、
皆
で
盛
り
上
が
っ

た
も
の
で
し
た
。

　

こ
う
し
て
、
私
は
竹
高
ラ
グ
ビ
ー

部
員
と
し
て
高
校
生
活
を
送
り
ま
し

た
が
、
大
学
進
学
か
ら
就
職
へ
と
進

路
を
変
更
し
、
卒
業
後
は
埼
玉
県
へ

と
上
京
、
地
方
公
務
員
（
県
警
察
）

と
し
て
の
社
会
人
人
生
を
送
り
始
め

ま
し
た
。
そ
し
て
59
歳
で
早
期
退
職

し
ま
し
た
が
、
高
校
時
代
の
ラ
グ

ビ
ー
経
験
が
厳
し
か
っ
た
社
会
人
人

生
（
警
察
人
生
）
の
精
神
的
な
支
え

に
な
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

エ
イ
ジ
・
シ
ュ
ー
ト

（A
G
E
 S
H
O
O
T

）

同窓生
登場②

富士ヘルスカントリークラブでの加藤興史さん

エイジ・シュートを10回達成している
菅博敏会長（左から３人目）

前
列
左
か
ら
３
人
目
が
上
野
聖
展
さ
ん

（
昭
和
50
年
卒
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
か
ら
）

加藤 興史さん
（昭33年卒）
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２
０
０
７
年
３
月
に
私
立
文
系
ク

ラ
ス
を
卒
業
し
、
福
岡
の
予
備
校
に

通
っ
た
後
東
京
の
大
学
へ
進
学
し
ま

し
た
。
実
家
は
竹
田
の
城
下
町
で
和

菓
子
屋
を
営
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
の

時
は
私
が
実
家
の
家
業
を
継
ご
う
な

ど
と
は
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

４
人
兄
弟
の
末
っ
子
で
し
た
の

で
、
昔
か
ら
両
親
に
は
や
り
た
い
こ

と
を
や
り
な
さ
い
と
言
わ
れ
て
自
由

に
育
ち
ま
し
た
。
努
力
す
る
こ
と
は

苦
手
で
し
た
が
、
好
奇
心
は
人
一
倍

強
く
、
特
に
幼
少
期
か
ら
続
け
て
い

る
音
楽
に
よ
る
繋
が
り
は
、
今
で
も

東
京
で
の
生
活
に
彩
り
を
与
え
て
く

れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
私
が

和
菓
子
屋
っ
て
い
い
な
と
思
っ
た
の

も
、
音
楽
や
絵
画
の
世
界
と
共
通
す

る
部
分
を
和
菓
子
・
和
の
世
界
に
見

い
だ
す
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
す
。

　

大
学
の
学
部
生
４
年
目
の
夏
に
フ

ラ
ン
ス
・
パ
リ
の
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
学

の
語
学
研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。
語

学
と
い
う
の
は
大
義
名
分
で
、
大
学

生
最
後
の
夏
休
み
全
て
を
フ
ラ
ン
ス

で
過
ご
せ
る
と
い
う
魅
力
の
方
が
大

き
か
っ
た
で
す
。

　

授
業
は
午
前
中
に
終
わ
る
た
め
、

午
後
は
毎
日
美
術
館
や
教
会
へ
通

い
、
沢
山
の
芸
術
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
夕
暮
れ
の
光
に
照
ら

さ
れ
る
印
象
派
絵
画
の
陰
影
、
教
会

に
天
高
く
響
き
渡
る
賛
美
歌
。
そ
の

一
瞬
一
瞬
を
思
い
出
す
た
び
に
、
今

で
も
私
の
心
は
揺
れ
動
く
ほ
ど
、
こ

の
２
カ
月
間
は
自
分
自
身
の
感
性
や

情
緒
を
よ
り
豊
か
に
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　

帰
国
後
は
そ
の
反
動
か
、「
和
」

の
文
化
に
と
て
も
興
味
が
出
て
き
ま

し
た
。
そ
ん
な
最
中
に
訪
れ
た
青
山

の
根
津
美
術
館
で
見
た
、
尾
形
光
琳

の
『
燕
子
花
図
屏
風
』
と
円
山
応
挙

の
『
藤
花
図
』
の
屏
風
が
隣
同
士
に

置
か
れ
て
い
る
光
景
。
ど
ち
ら
も
日

本
美
術
の
傑
作
に
し
て
雄
々
し
い
光

琳
の
燕
子
花
と
、
繊
細
に
背
景
に
消

え
て
い
く
淡
い
応
挙
の
藤
の
花
。

　

そ
の
表
現
の
差
を
目
の
前
に
し

て
、
今
ま
で

狭
っ
苦
し
い
と

思
っ
て
い
た
和

の
世
界
が
と
て

も
自
由
な
も
の

に
思
え
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て

応
挙
が
描
い
た

藤
の
花
は
、
パ

リ
の
マ
ル
モ
ッ

タ
ン
美
術
館
で

見
た
ク
ロ
ー

ド
・
モ
ネ
の
藤

の
花
の
絵
画
を

彷
彿
と
さ
せ
、

表
現
芸
術
に
お
い
て
国
境
な
ど
存
在

し
な
い
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
強

迫
観
念
的
に
私
の
頭
に
憑
依
し
て
い

た
「
和
」
と
い
う
文
字
が
、〝
Ｗ
Ａ
〞

に
変
わ
っ
た
瞬
間
で
し
た
。

　

大
学
卒
業
後
は
京
都
の
菓
子
専
門

学
校
の
夜
間
部
で
菓
子
づ
く
り
の
技

術
的
な
面
を
学
び
、
昼
間
は
実
際
に

和
菓
子
屋
で
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
働

き
は
じ
め
ま
し
た
。
幸
運
に
も
ず
っ

と
憧
れ
の
存
在
で
あ
っ
た
虎
屋
の
、

し
か
も
創
業
の
地
で
あ
る
一
条
の
菓

寮
で
働
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
人

生
初
め
て
の
ア
ル
バ
イ
ト
で
あ
り
、

場
所
柄
、
毎
日
が
忙
し
く
、
勉
学
と

の
両
立
は
本
当
に
大
変
で
苦
し
い
も

の
で
し
た
。
し
か
し
今
で
は
、
日
本

の
文
化
の
集
積
地
で
あ
る
京
都
で
の

２
年
間
こ
そ
私
を
強
く
し
て
く
れ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
で
も
新
幹
線

を
降
り
れ
ば
「
お
か
え
り
」
と
言
っ

て
く
れ
る
人
た
ち
の
い
る
街
。
そ
し

て
初
代
が
中
川
公
の
御
用
を
司
る
ま

で
菓
子
を
作
っ
て
い
た
京
都
は
、
私

に
と
っ
て
の
第
２
の
故
郷
で
す
。

　
「
あ
と
最
低
５
年
は
外
で
働
い
て
、

人
の
痛
み
の
わ
か
る
人
間
に
な
っ
て

帰
っ
て
き
な
さ
い
」

　

専
門
学
校
卒
業
後
、
私
は
正
社
員

と
し
て
虎
屋
に
改
め
て
入
社
し
、
現

在
は
東
京
・
赤
坂
の
工
場
で
生
菓
子

を
作
っ
て
い
ま
す
。
京
都
を
離
れ
て

あ
え
て
東
京
を
修
行
の
地
と
し
て
選

ん
だ
の
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
控
え

勢
い
に
乗
る
こ
の
街
で
、
和
菓
子
の

可
能
性
を
見
出
し
た
い
と
い
う
想
い

か
ら
で
す
。
世
界
都
市
の
中
に
あ
っ

て
も
和
菓
子
は
埋
没
す
る
こ
と
な

く
、
形
を
少
し
ず
つ
変
え
な
が
ら
も

し
っ
か
り
と
人
々
の
生
活
の
中
に
あ

る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
今
担

当
し
て
い
る
洋
梨
と
キ
ャ
ラ
メ
ル
の

羊
羹
は
、
虎
屋
の
パ
リ
の
お
店
で
生

ま
れ
た
お
菓
子
で
す
。
日
本
の
浮
世

絵
を
好
ん
だ
モ
ネ
の
絵
画
が
日
本
で

も
愛
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
柔
軟
性

の
あ
る
日
本
文
化
の
一
翼
を
担
う
和

菓
子
こ
そ
、
さ
ら
に
世
界
中
か
ら
愛

さ
れ
る
存
在
に
な
れ
る
は
ず
で
す
。

　

和
菓
子
作
り
は
自
分
に
と
っ
て
決

し
て
楽
し
い
も
の
で
は
な
く
、
と
て

も
厳
し
い
世
界
で
す
。
そ
れ
で
も
、

お
客
様
に
美
味
し
い
お
菓
子
を
食
べ

て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
一
心
で
、

虎
屋
の
餡
子
と
向
き
合
っ
て
い
ま

す
。
い
つ
か
そ
れ
が
糧
に
な
り
、
故

郷
で
色
彩
豊
か
に
花
開
く
こ
と
を
信

じ
て
、
必
ず
や
り
遂
げ
ま
す
。

　

高
校
時
代
、
悩
み
多
き
頃
に
よ
く

登
っ
て
い
た
岡
城
か
ら
見
下
ろ
す
雄

大
な
世
界
。
城
下
町
に
響
き
渡
る
水

の
音
色
。
赤
坂
の
ビ
ル
の
合
間
を
ま

だ
朝
日
が
登
る
前
に
出
勤
し
て
い
る

時
、
ふ
と
、
思
い
出
す
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

洋
の
絵
画
か
ら
、和
の
世
界
へ
転
身

家
業
の
跡
を
継
ぐ
べ
く
修
行
中

板
井　

靖
良
さ
ん
（
平
19
年
卒
）

｟虎屋菓寮 京都一条店のテラス席にて｠
東京ではあまり見かけませんが、京都の街では着物や浴衣を着
た人の姿を至る所で目にします。私も茶道のお稽古の際などは、
着物を着て地下鉄に乗ってお稽古へ行っておりました。この写
真はアルバイト終わりに職場の人たちと祇園祭に行く前に撮っ
ていただきました。四季の移ろいを感じられるお庭に面するテ
ラス席は、和菓子やお抹茶の味わいをより一層引き立てます。

同窓生
登場③

　｟仏・パリのオランジュリー美術館の
 “Les Nymphéas” の前で｠　
パリの街には今まで７回訪れていますが、必ず行く場所がこの
オランジュリー美術館の睡蓮の部屋です。天井から自然光が差
し込むため、それに呼応した部屋中のモネの色彩の世界は刻一
刻と変化します。不思議なことに深く陶酔する日もあればとて
も悲しい色に見える日も。光の変化だけではなく、きっとこの
絵画を通して自分の心の変化を感じとっているのかもしれませ
ん。京都での生活の苦しさに負けそうな時、逃げるように訪れ
たパリの街は直前に連続的に発生したテロのせいで疲弊してい
ました。至るところに銃を構えた軍人が歩いていたり、不安な
心を隠しきれない人の姿も。そんな中でもオペラ座で観たバレ
エは最高に前衛的で、美術館の絵画は最高に美しく見える。心
が荒む時にこそ芸術は人に寄り添い豊かさをもたらすこと、芸
術の底力をこの街は教えてくれました。想像を絶することが起
こる世の中で、芸術と同じように和菓子の優しい味わいこそ、
人の心に寄り添っていけるのではないかとも思います。
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私
の
郷
里
、
清
川
町
（
旧
・
清
川

村
）
の
御
嶽
神
楽
が
、
今
年
１
月
に

東
京
・
羽
村
市
か
ら
招
聘
さ
れ
公
演

を
行
い
ま
し
た
。
会
場
と
な
っ
た

「
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
ゆ
と
ろ
ぎ
」

に
は
、
在
京
「
清
川
会
」
の
方
々
を

は
じ
め
、「
豊
後
大
野
市
人
会
」
や

竹
田
高
校
関
東
同
窓
会
の
み
な
さ
ん

も
多
数
ご
来
場
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
。
公
演
は
３
時
間
に
及
び
、
や
ん

や
の
喝
采
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。
な

お
、
こ
の
模
様
は
羽
村
市
の
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
「
テ
レ
ビ
は
む
ら
」
で
放

送
さ
れ
て
お
り
、Y

ouT
ube

で
も

視
聴
で
き
ま
す
。

　

皆
様
の
協
力
に
よ
り
、

昨
年
度
、
新
た
に
３
名
の

会
員
情
報
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

歌
手
中
島
み
ゆ
き
の
歌
唱
す
る
「
糸
」
に
〝
縦
の
糸
は

あ
な
た
、
横
の
糸
は
私
、
織
り
な
す
布
は
…
〞、
同
窓
会

を
織
り
な
す
布
に
例
え
れ
ば
、
縦
の
糸
は
先
輩
・
後
輩
の

繋
が
り
、
横
の
糸
は
同
学
年
の
繋
が
り
に
な
り
ま
す
。
今
、

平
成
時
代
卒
業
生
が
減
少
し
、
同
窓
会
と
い
う
布
が
織
れ

な
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
関
東
地
区
に
い
る
の
か
？　

い
な
い
の
か
？　

そ
れ
さ
え
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

ど
う
か
み
な
さ
ま
、
こ
の
現
状
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

ク
ラ
ブ
活
動
の
先
輩
後
輩
、
親
戚
縁
者
、
故
郷
の
ご
近
所

の
方
、
ご
子
息
の
勤
務
先
な
ど
に
ア
ン
テ
ナ
を
広
げ
て
い

た
だ
き
、
情
報
を
獲
得
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

そ
し
て
獲
得
し
た
情
報
は
、
学
年
幹
事
、
ま
た
は
小
生

に
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
す
。

竹
田
高
校
関
東
同
窓
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
一
新
‼

▼ホームページURL▼
http://kantoutaketa.org/

　長年親しんできたわが関東同窓会の
ホームページですが、利用サーバーの
変更に伴ってデザインを一新すること
になりました。本誌がみなさんの手元
に届くころには、すでに新しいホーム
ページになっています。ぜひご覧いた
だきたいです。右記の検索ですぐに表
示されますのでご利用ください。

ホームページ
運用担当
川辺 浩克さん
（昭63年卒・
 広報副委員長）

４月１日より、新しいホームページが開設されました
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ん
で
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知
ら
せ
申
し
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、

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
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い
た

し
ま
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者
御
芳
名

※ 事務局へ連絡をいただいた方々を掲載
させていただきました。
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髙橋敏政組織委員長
（昭46年卒）
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